
「ふくしまで働く」は福島県内外に避難されている皆様や福島で働きたいと思っ
ている方々に対して、就労、雇用の視点から福島県内外の支援策や求人情報等
を発信するために厚生労働省福島労働局が発行している広報紙です。

・飯舘村長からのメッセージ　
・震災後のわが社
  「LEシステム株式会社」

福島県雇用情勢 （2021年12月）
有効求人倍率（受理地別）1.35倍（全国12位）
　　　　　 （就業地別）1.42倍（全国12位）
有効求人は、減少傾向ではあるものの保健師、一般事務、介護サービスなど
34,801 人分の申込みがあります。
個別の求人は、全国のハローワーク、インターネットで検索ができます。
※有効求人倍率／ハローワークで仕事を探す人1人に対し、何人分の求人があるかを示す指標。
　　　　　　　　1を上回っていれば、仕事を探す人より仕事の数が多いことになります。

東日本大震災から十年の月日を経て、飯舘村
は「明日が待ち遠しくなるようなワクワクする
楽しいふるさと」に向かっての新たな一歩を踏
み出しています。
「ふるさと」を愛し、楽しみ、その喜びを共に
する方を、みな「ふるさとの担い手」と位置付
けて、誰もがともに手を携える、魅力とにぎわ
いあふれる飯舘村を目指し、日々邁進しており
ます。
ふるさとの担い手には、村民であるか否か、
お住まいの場所が村であるか否か、これまでの
関わりがあるか否かはもちろん、年代や職業な
どによる垣根はありません。一年に一度でも、
数年に一度でも、あるいは毎月、毎週、毎日でも、
村に想いを馳せ、村「を」楽しむ、村「で」楽
しむ一つ一つの営みが、村を元気にします。

飯舘村は、いわば「真っ白なキャンバス」です。言い換えれば、ふるさとの担い手としての「意
欲」一つがあれば、あらゆる可能性を見出だせる村なのです。
例えば、村の特産品づくりに勤しむ農家さんがいます。いいたて雪っ娘かぼちゃ、いいた
てベイク（じゃがいも）、行者ニンニク、ヤマオトコ（ナツハゼ）、じゅうねん（エゴマ）、そば（信
州大そば等）、なたね（キラリボシ）、新米（里山のつぶ等）、あぶくまもち（村だけで生産す
るもち米）、凍み餅、葉わさび、トマトなどの高原野菜のほか、標高 450ｍで生産する日持ち・
発色が非常に良いアルストロメリア、トルコギキョウ、カスミソウ、スターチス、ユーカリ
などのお花、季節限定のどぶろく（福島県どぶろく特区第一号）、清酒など多彩です。幻の「い
いたて牛」の新生に向かって 10数件の和牛農家さんも頑張っておられます。

また 20～ 30 代の移住された若者の事例として、村と民間事業者との三者協定により、
旧ホームセンター跡地・建物を利用した交流事業等を実施する会社を立ち上げた方や、地元
の花を活用したボタニカルキャンドル工房を立ち上げた方、「モノからはじまる」をキーワー
ドにクラフト作家さんにこだわったマルシェを開催する方、YouTuber として村内での様々
な活動を発信する方、来春オープンに向けて、村内産の野菜にこだわった古民家レストラン
の準備を重ねる方など、意欲的な活動が展開されています。

飯舘村は小さな自治体であるからこそ、意欲ある
方、お一人お一人の想いに寄り添って、一緒に汗を
かくことはもちろん、個々にオンデマンド型の事業
も展開しています。
自分の可能性を信じて、「開拓すること」「チャレ
ンジすること」を楽しむＵ・Ｉ・Ｊターン等の皆様に、
是非私たちとともに「ふるさとの担い手」として、
村の新しい未来に「彩り」を加えていただければ幸
いに存じます。

避難している方・福島で働きたい方へ

☎024（529）5438
福島労働局
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移住のご相談
　12市町村への移住を
　　　　　　考えてらっしゃる方に

移住のご相談
　12市町村への移住を
　　　　　　考えてらっしゃる方に

支援センターの役割支援センターの役割

●全国の移住に関心を持つ層への
　情報発信
●仕事や住まいの情報提供
●移住体験ツアー等の企画実施

働きたくなる
　　暮らしたくなる
　　　　チャレンジできる
12市町村を共に創ることを通じて
福島の復興と創生を進めます

働きたくなる
　　暮らしたくなる
　　　　チャレンジできる
12市町村を共に創ることを通じて
福島の復興と創生を進めます

受付時間 8：30～ 17：00
※土日祝日・年末年始除く

移住相談専用電話番号

初めてのご連絡の際はホームページにございます
相談受付カードをご記入後、ご連絡お願いします。

移住相談専用メールアドレス
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ふくしま 12市町村移住支援センター

ふくしま 12 市町村移住支援センターは、2021 年 7 月 1 日に 12 市町村への移住・定住を促進するため、広域連携が効果的な事業や 12 市町村による移住施策
の支援等を行うため福島県が設置しました。12市町村の移住・定住の促進委向けた課題を把握しその解決にあたります。

一般の方のお問い合わせ

広域戦略等

●市町村、まちづくり会社、
　移住希望者の支援
●12市町村への
　移住希望者相談対応
●市町村との連携事業の実施

移住支援等

●ノウハウの蓄積及び共有
●全国の先進事例等の調査・分析

ノウハウ蓄積等

0800-800-3305

ijyu-shien@fipo.or.jp

復興にかける想い　避難されている方へのメッセージ飯舘村

杉岡　誠  村長

震災と原発事故から
　　10年の節目を踏まえて

飯舘村公式キャラクター
イイタネちゃん
飯舘村公式キャラクター村公式キャラクター村公式キャラクター村公式キャラクター村公式キャラクター村公式キャラクター村公式キャラクター村公式キャラクター村公式キャラクター村公式キャラクター
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当社は 2011 年創業の蓄電池の電解液研究開発・製造会社です。本社を福岡県久留米市に置き、研究所を茨城県つくば市に設立し研
究開発を進めてきました。そして、2021年 9月浪江町上ノ原地区に電解液製造工場を完成させました。

■再生可能エネルギーの促進は世界の流れに
地球温暖化対策への取組みは世界における大きな課題であり、日本でも温暖化ガスの
削減に向け、「脱炭素化」や「再生可能エネルギーの主力電源化」といった環境問題
に配慮したエネルギー計画が進められています。
■蓄電池の必要性から LEシステムを創業
太陽光や風力といった再生可能エネルギーは気候や自然条件に左右されやすい不安定
な電源であることから、電力供給の安定化には蓄電池などによる調整が必要です。
当社の代表取締役である佐藤は、バイオマスエネルギーに関するコンサルティングを
長年行なってきた実績もあり、再生可能エネルギーの普及には必ず蓄電池が必要とさ
れる時代が来るという確信を持っていました。
当社はその信念から、蓄電池の中でも安全・長寿命・設計の自由度といった優れた特
性を持つバナジウムレドックスフロー電池（VRFB）に着目し、創業しました。

大きな災害を経験したこの福島の地で、雇用を生み出し、世界に向けて再生可能
エネルギー促進に役立つ蓄電池の技術発信を行うことで、災害からの復興支援に
なれればと考えています。すでに避難先から浪江町に帰還し、当社に就業されて
いる方も何人もいらっしゃいます。

太陽光発電や風力発電など自然の力を利用した再生可能エネルギーは、世界中で
導入が更に広がっていくことが予想されていますが、これらのエネルギーはとて
も不安定なため、発電の制御や蓄電池を使った調整が必要です。
また、災害時の備えとしても、蓄電池は重要な役割を担っています。
私たちは、VRFB という優れた特長を持つ蓄電池を世の中に普及させ、今後のエネ
ルギー環境に貢献できるよう、事業の確立に向けて努めてまいります。

厚生労働省福島労働局・ハローワーク

＜「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク連絡先＞

都府県 名　　　称 住　　　所 TEL
宮城県 ハローワーク仙台 仙台市宮城野区榴岡4-2-3　仙台ＭＴビル5F 022（299）8820

山形県 ハローワーク山形 山形市桧町2-6-13 023（684）1521
ハローワーク米沢 米沢市金池3-1-39　米沢地方合同庁舎内 0238（22）8155

埼玉県 ハローワーク行田 行田市長野943 048（556）3151

東京都 ハローワーク飯田橋　東京交通会館分室
※令和2年4月1日にハローワーク品川から業務移管しました。 千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館8F 03（5288）6115

新潟県 新潟市中央区弁天2-2-18　新潟KSビル1F 025（240）4510ハローワーク新潟　ときめきしごと館
ハローワーク柏崎　まちなか相談室 柏崎市東本町1丁目15-5　フォンジェＳＣ棟地下1F 0257（24）0810

大阪府 ハローワークプラザ難波 大阪市中央区難波2-2-3　御堂筋グランドビル4F 06（6214）9200

●LE システムの事業について

●なぜ福島で事業を行うのか

●今後の展望

※VRFB（Vanadium Redox Flow Battery）とは
VRFB は、正極・負極の電位差がある液体を循環させることで、電子の移動を行い、充放電する仕組みの電池です。電解液は不燃性で、発火や爆発などの危険がないた
め安全かつ長期間の充放電を可能にします。また、電解液は半永久的に利用可能なため長期利用の運用コストにおいても今後の普及が期待されています。

ＬＥシステム 株式会社
「あゆみ　わが社の今」 【事業所紹介】

所 在 地：双葉郡浪江町
事業内容：蓄電池研究開発・製造・販売業

求職者支援制度を利用して働きながらステップアップ しませんか !!

★福島県内での訓練メニュー★福島県内での訓練メニュー
● パソコン基礎科
● パソコン応用科
● DTP-Web デザイン科

● 医療事務科
● 介護職員養成科
● 農業技術習得科  等

もよりのハローワ
ークはこちらから

県内の訓練全般の
ことはこちらから

シフト制で

働く方や

求職中の方へ

「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク

2 3



当社は 2011 年創業の蓄電池の電解液研究開発・製造会社です。本社を福岡県久留米市に置き、研究所を茨城県つくば市に設立し研
究開発を進めてきました。そして、2021年 9月浪江町上ノ原地区に電解液製造工場を完成させました。

■再生可能エネルギーの促進は世界の流れに
地球温暖化対策への取組みは世界における大きな課題であり、日本でも温暖化ガスの
削減に向け、「脱炭素化」や「再生可能エネルギーの主力電源化」といった環境問題
に配慮したエネルギー計画が進められています。
■蓄電池の必要性から LEシステムを創業
太陽光や風力といった再生可能エネルギーは気候や自然条件に左右されやすい不安定
な電源であることから、電力供給の安定化には蓄電池などによる調整が必要です。
当社の代表取締役である佐藤は、バイオマスエネルギーに関するコンサルティングを
長年行なってきた実績もあり、再生可能エネルギーの普及には必ず蓄電池が必要とさ
れる時代が来るという確信を持っていました。
当社はその信念から、蓄電池の中でも安全・長寿命・設計の自由度といった優れた特
性を持つバナジウムレドックスフロー電池（VRFB）に着目し、創業しました。

大きな災害を経験したこの福島の地で、雇用を生み出し、世界に向けて再生可能
エネルギー促進に役立つ蓄電池の技術発信を行うことで、災害からの復興支援に
なれればと考えています。すでに避難先から浪江町に帰還し、当社に就業されて
いる方も何人もいらっしゃいます。

太陽光発電や風力発電など自然の力を利用した再生可能エネルギーは、世界中で
導入が更に広がっていくことが予想されていますが、これらのエネルギーはとて
も不安定なため、発電の制御や蓄電池を使った調整が必要です。
また、災害時の備えとしても、蓄電池は重要な役割を担っています。
私たちは、VRFB という優れた特長を持つ蓄電池を世の中に普及させ、今後のエネ
ルギー環境に貢献できるよう、事業の確立に向けて努めてまいります。

厚生労働省福島労働局・ハローワーク

＜「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク連絡先＞

都府県 名　　　称 住　　　所 TEL
宮城県 ハローワーク仙台 仙台市宮城野区榴岡4-2-3　仙台ＭＴビル5F 022（299）8820

山形県 ハローワーク山形 山形市桧町2-6-13 023（684）1521
ハローワーク米沢 米沢市金池3-1-39　米沢地方合同庁舎内 0238（22）8155

埼玉県 ハローワーク行田 行田市長野943 048（556）3151

東京都 ハローワーク飯田橋　東京交通会館分室
※令和2年4月1日にハローワーク品川から業務移管しました。 千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館8F 03（5288）6115

新潟県 新潟市中央区弁天2-2-18　新潟KSビル1F 025（240）4510ハローワーク新潟　ときめきしごと館
ハローワーク柏崎　まちなか相談室 柏崎市東本町1丁目15-5　フォンジェＳＣ棟地下1F 0257（24）0810

大阪府 ハローワークプラザ難波 大阪市中央区難波2-2-3　御堂筋グランドビル4F 06（6214）9200

●LE システムの事業について

●なぜ福島で事業を行うのか

●今後の展望

※VRFB（Vanadium Redox Flow Battery）とは
VRFB は、正極・負極の電位差がある液体を循環させることで、電子の移動を行い、充放電する仕組みの電池です。電解液は不燃性で、発火や爆発などの危険がないた
め安全かつ長期間の充放電を可能にします。また、電解液は半永久的に利用可能なため長期利用の運用コストにおいても今後の普及が期待されています。

ＬＥシステム 株式会社
「あゆみ　わが社の今」 【事業所紹介】

所 在 地：双葉郡浪江町
事業内容：蓄電池研究開発・製造・販売業

求職者支援制度を利用して働きながらステップアップ しませんか !!

★福島県内での訓練メニュー★福島県内での訓練メニュー
● パソコン基礎科
● パソコン応用科
● DTP-Web デザイン科

● 医療事務科
● 介護職員養成科
● 農業技術習得科  等

もよりのハローワ
ークはこちらから

県内の訓練全般の
ことはこちらから

シフト制で

働く方や

求職中の方へ

「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク

2 3



「ふくしまで働く」は福島県内外に避難されている皆様や福島で働きたいと思っ
ている方々に対して、就労、雇用の視点から福島県内外の支援策や求人情報等
を発信するために厚生労働省福島労働局が発行している広報紙です。

・飯舘村長からのメッセージ　
・震災後のわが社
  「LEシステム株式会社」

福島県雇用情勢 （2021年12月）
有効求人倍率（受理地別）1.35倍（全国12位）
　　　　　 （就業地別）1.42倍（全国12位）
有効求人は、減少傾向ではあるものの保健師、一般事務、介護サービスなど
34,801 人分の申込みがあります。
個別の求人は、全国のハローワーク、インターネットで検索ができます。
※有効求人倍率／ハローワークで仕事を探す人1人に対し、何人分の求人があるかを示す指標。
　　　　　　　　1を上回っていれば、仕事を探す人より仕事の数が多いことになります。

東日本大震災から十年の月日を経て、飯舘村
は「明日が待ち遠しくなるようなワクワクする
楽しいふるさと」に向かっての新たな一歩を踏
み出しています。
「ふるさと」を愛し、楽しみ、その喜びを共に
する方を、みな「ふるさとの担い手」と位置付
けて、誰もがともに手を携える、魅力とにぎわ
いあふれる飯舘村を目指し、日々邁進しており
ます。
ふるさとの担い手には、村民であるか否か、
お住まいの場所が村であるか否か、これまでの
関わりがあるか否かはもちろん、年代や職業な
どによる垣根はありません。一年に一度でも、
数年に一度でも、あるいは毎月、毎週、毎日でも、
村に想いを馳せ、村「を」楽しむ、村「で」楽
しむ一つ一つの営みが、村を元気にします。

飯舘村は、いわば「真っ白なキャンバス」です。言い換えれば、ふるさとの担い手としての「意
欲」一つがあれば、あらゆる可能性を見出だせる村なのです。
例えば、村の特産品づくりに勤しむ農家さんがいます。いいたて雪っ娘かぼちゃ、いいた
てベイク（じゃがいも）、行者ニンニク、ヤマオトコ（ナツハゼ）、じゅうねん（エゴマ）、そば（信
州大そば等）、なたね（キラリボシ）、新米（里山のつぶ等）、あぶくまもち（村だけで生産す
るもち米）、凍み餅、葉わさび、トマトなどの高原野菜のほか、標高 450ｍで生産する日持ち・
発色が非常に良いアルストロメリア、トルコギキョウ、カスミソウ、スターチス、ユーカリ
などのお花、季節限定のどぶろく（福島県どぶろく特区第一号）、清酒など多彩です。幻の「い
いたて牛」の新生に向かって 10数件の和牛農家さんも頑張っておられます。

また 20～ 30 代の移住された若者の事例として、村と民間事業者との三者協定により、
旧ホームセンター跡地・建物を利用した交流事業等を実施する会社を立ち上げた方や、地元
の花を活用したボタニカルキャンドル工房を立ち上げた方、「モノからはじまる」をキーワー
ドにクラフト作家さんにこだわったマルシェを開催する方、YouTuber として村内での様々
な活動を発信する方、来春オープンに向けて、村内産の野菜にこだわった古民家レストラン
の準備を重ねる方など、意欲的な活動が展開されています。

飯舘村は小さな自治体であるからこそ、意欲ある
方、お一人お一人の想いに寄り添って、一緒に汗を
かくことはもちろん、個々にオンデマンド型の事業
も展開しています。
自分の可能性を信じて、「開拓すること」「チャレ
ンジすること」を楽しむＵ・Ｉ・Ｊターン等の皆様に、
是非私たちとともに「ふるさとの担い手」として、
村の新しい未来に「彩り」を加えていただければ幸
いに存じます。

避難している方・福島で働きたい方へ

☎024（529）5438
福島労働局

　　職業対策課発行

2022年

春号

特
集

ふく まし で働く働く
移住のご相談
　12市町村への移住を
　　　　　　考えてらっしゃる方に

移住のご相談
　12市町村への移住を
　　　　　　考えてらっしゃる方に

支援センターの役割支援センターの役割

●全国の移住に関心を持つ層への
　情報発信
●仕事や住まいの情報提供
●移住体験ツアー等の企画実施

働きたくなる
　　暮らしたくなる
　　　　チャレンジできる
12市町村を共に創ることを通じて
福島の復興と創生を進めます

働きたくなる
　　暮らしたくなる
　　　　チャレンジできる
12市町村を共に創ることを通じて
福島の復興と創生を進めます

受付時間 8：30～ 17：00
※土日祝日・年末年始除く

移住相談専用電話番号

初めてのご連絡の際はホームページにございます
相談受付カードをご記入後、ご連絡お願いします。

移住相談専用メールアドレス

ふ
く
し
ま
の

12
市
町
村
で
の
暮
ら
し

　
　
　考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

ふくしま 12市町村移住支援センター

ふくしま 12 市町村移住支援センターは、2021 年 7 月 1 日に 12 市町村への移住・定住を促進するため、広域連携が効果的な事業や 12 市町村による移住施策
の支援等を行うため福島県が設置しました。12市町村の移住・定住の促進委向けた課題を把握しその解決にあたります。

一般の方のお問い合わせ

広域戦略等

●市町村、まちづくり会社、
　移住希望者の支援
●12市町村への
　移住希望者相談対応
●市町村との連携事業の実施

移住支援等

●ノウハウの蓄積及び共有
●全国の先進事例等の調査・分析

ノウハウ蓄積等

0800-800-3305

ijyu-shien@fipo.or.jp

復興にかける想い　避難されている方へのメッセージ飯舘村

杉岡　誠  村長

震災と原発事故から
　　10年の節目を踏まえて

飯舘村公式キャラクター
イイタネちゃん

4 1




